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新・神戸文化ホール移転で、神戸の音楽・舞台芸術はいずこへ②
合資会社ゼンクリエイト　根津昌彦

　2019年2月号続きとしてこのタイトル
で書かせていただくが、前回の記事の内
容やタイトルが、元町でお商売をされて
いる方々や神戸市職員の多くの目に留ま
り、私の耳にダイレクトに反響が届いた
ことが、少々の驚きとともに、皆さんの強
い関心事なんだということを改めて知る
結果となったことを、まず記しておく。
　前稿でお伝えした通り、大倉山に現
在ある神戸文化ホール（大ホール及び中
ホール）は、三宮再整備構想のリーディ
ングプロジェクトであるサンパル・中央区
役所などを含んだ雲井通5丁目再開発
で大ホールが2025年度末完成・供用開
始予定で整備され、市役所新2号館再
整備の中で音楽専用ホールが2026年
度以降に完成・供用開始を目指すことと
なった。さらには、2026年度以降の整
備工事着手が神戸市によって想定され
ている雲井通6丁目再開発で多目的な
中ホールを整備するという方針までが、
「新・神戸文化ホール整備基本計画検討
委員会」の中で確認された。併せて、雲
井通６丁目再開発で新たな多目的中
ホールが完成するまでの間は、現在の
大倉山の神戸文化中ホールは残すこと
を神戸市側は明言した。
　いまから7年後、神戸市が想定してい
る通りに事が運べば、三宮では、2000
席の神戸こくさいホール、1800席の新・
神戸文化ホール大ホール、700～900席
の音楽専用ホールが稼働し、また神戸
文化軸上には、大倉山に900席の神戸
文化ホール中ホール、ハーバーランドに
700席の神戸新聞松方ホールが少なくと
も稼働した状態が生まれることとなる。
現在の神戸文化ホール大ホールが、７年
後までに民間事業者の手によってホー
ル施設として継続される青写真が描け
たとすれば、プロアマを問わず音楽関係

者・舞台芸術関係者にとって、神戸の都
心は関西圏のどの都市の都心部よりも
魅力ある文化集積地だと評価するに違
いない。
　皆さんご存知だろうか。1992年に街
びらきした神戸ハーバーランド地区の整
備テーマと3つの計画方針を。
▶テーマ：「海につながる文化都心の創
造」
▶整備方針：①新しい都市拠点の創造、
②複合・多機能都市としての整備、③環
境を活かしたまちづくり
　整備方針のうちの１つ「①新しい都心
拠点の創造」には、「三宮都心への一点
集中型の都市構造から、ハーバーランド
周辺における都市機能の再生を図り、
三宮（中央都市軸、国際文化軸）から神
戸（神戸文化軸）という広域的都心構造
を目指す」ということが明記されている。
　この「神戸文化軸」という、神戸の都
市づくり、まちづくりの基本理念を、今回
の新・神戸文化ホールの三宮移転によっ
て、決して退化させたり風化させたりして
はならないと強く思っている。神戸文化
軸には、ハーバーランド地区の整備に

よって、海の手の神戸新聞松方ホール
に始まり、湊川神社、みどりと彫刻のみ
ち、中央体育館、神戸文化ホール、中央
図書館、大倉山公園という、文字通り
の文化軸が完成した。神戸市民にとっ
て、誇るべきこの都市軸により磨きが
かけられるよう、今後大倉山周辺の再
整備について市民を巻き込んだ議論
の場を設けていただきたいと切望する。
　三宮駅前ゾーンおよび市庁舎ゾーン
の再整備に「音楽・舞台芸術」の要素
が加わることは、神戸の薫りが一層魅
力的なものになるだけでなく、三宮ク
ロススクエアの整備と相まって新・神戸
文化ホール群が整備されることによっ
て、主体的な市民活動・芸術活動の創
造と発表の場が得られ、間違いなく他
の都市では味わうことのできない「都
心の顔」が創られるものと大いに期待
している。だからこそ、「文化中心」が遷
都するのではなく、これまでの神戸文
化軸に加えて、フラワーロード沿道が
「水と緑の新・神戸文化軸」となって、
都心の厚みが増すような施策展開を
望みたい。

2月のある平日の朝、みどりと彫刻のみちより、神戸文化ホールを望む。なんと清 し々いことか。
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◇元町１番街商店街振興組合　℡３３１－７８５０

占い市　４月１０日（水）１２時～１７時

水曜市　４月１７日（水）１１時～１９時

◇元町5丁目商店街振興組合　℡341－6819

第３１回子ども絵画コンクール展示

　４月２７日（土）～５月６日（月）１１時～１８時

◇元町６丁目商店街振興組合　℡３６７－５４７７

モトロク市　４月６日（土）１１時～１７時

　（毎月第１土曜日開催）

◇凮月堂ホール（有料）　℡３２１－５５５５

もとまち寄席「恋雅亭」　４月１０日（水）

　桂　小 鯛　　　笑福亭 　由瓶　　月亭 文都

　笑福亭 仁扇　　明石家 のんき　　桂　雀々

      前売券は３月１１日より凮月堂で発売

◇こうべまちづくり会館ギャラリー（無料）　℡３６１－４５２３

２０１９年４月より休館中（改修工事の為）

◇元町映画館（有料）　℡３６６－２６３６

３月３０日（土）～４月１２日（金）

　『探偵なふたり：リターンズ』

３月３０日（土）～４月１９日（金）『金子文子と朴烈』

３月３１日（日）～４月５日（金）

　『緊急検証！THE MOVIE

　　　ネッシーVS ノストラダムス VS ユリ・ゲラー』

　４月６日（土）～４月１２日（金）『ナディアの誓い』

　４月６日（土）～４月１９日（金）

　　『YUKIGUNI』・『Noise』

　４月２０日（土）『モトプロ映画祭2019』

４月２１日（日）～４月２６日（金）

　　『審判』・『バグダッド・スキャンダル』・『おクジラさま』

　４月２１日（日）～５月３日（金）『エマの瞳』

　４月２７日（土）～５月３日（金）

　　『イスラーム映画祭4』
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　栄町通まちづくり委員会は３月８日（金）10時か
ら10時30分まで、栄町通を中心に、ゴミ拾いと不
法ビラ撤去、自転車・バイクなどへの不法駐輪警
告チラシ取り付け作業など、栄町通クリーン大作
戦を実施した。参加者は、（神戸市住宅都市局）田
中淳也、（兵庫県信用組合）田中祥平・宮本善弘・
竹村空朗・平野佳奈、（㈱広島銀行）平田彩乃、
（パナソニックホームズ㈱）宮﨑哲弘・鈴木京子、
（㈱神明ロジスティクス）流尚久、（神明倉庫）藤尾
憲弘・米澤彩香、（佐野運輸㈱）高寺宏聡・北島幸
宏、（㈱イーエスプランニング）松坂仁美、（三鈴マ
シナリー㈱）田中梨沙、（大一産業株式会社）蓮池
秀樹、（まちづくり会館）小椋辰海、（新光明飾㈱）
西村友博・大森貴美子、（佐田野不動産㈱）佐田
野宏之以上、20名のみなさんでした。毎月第２金
曜日午前１０時、栄町通６丁目佐田野不動産前集
合の上、実施しています。お気軽にご参加ください。

４
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平野義昌

　昭和戦前戦後に活躍した劇作家・菊田一夫（1908
～1973年、本名数男）が自伝的小説『がしんたれ』で、
神戸丁稚奉公時代を書いている。三菱川崎争議の大
デモ行進（1921年、大正10年7月10日）の様子もある。
菊田に記憶違いがあることをことわっておく。
〈神戸の川崎造船所の争議といえば、日本でも最大の
ストライキとして有名である。十万に近い労働者は示
威行列の体列を組み、神戸の街 を々練り歩いたが、な
かでも、元町通りを通った、その行列は立派だった。
／行列の先登には賀川豊彦が馬に乗って指揮をとり、
向こう鉢巻をした何万の職工は、一糸乱れぬ隊列で
労働歌を歌い、何百流からの白い吹き流しをかつい
で歩いた。（後略）〉註1
　7.10デモ時、賀川は徒歩だったし、元町方面に
行っておらず、別動隊が元町通南側の栄町通を歩
いた。参加者は本隊合わせて3万人超だった。労働
者と賀川が元町商店街を通ったのは、7.29の神社
祈願の行進である。
　菊田の神戸生活は1920（大正9）年から約6年。27
（昭和2）年上京、印刷工をしながら詩作、サトウハチ
ローに師事した。彼の紹介で浅草の劇団文芸部に入
り、30（昭和5）年、赤穂義士パロディ脚本『阿呆疑士
迷々傳』でデビューする。その後、榎本健一や古川ロッ
パの座付き作家を勤めた。喜劇、人情劇が得意だが、
戦中は戦争高揚劇も書かざるを得なかった。戦後、ラ
ジオ劇「鐘の鳴る丘」（47～50年）、「君の名は」（52～
54年）で人気を博す。後者は映画、テレビドラマにも
なった。55（昭和30）年、東宝の演劇担当重役に招か
れ、製作業務も勤めた。「がめつい奴」「放浪記」などを
ヒットさせ、多くの俳優を育成した。63（昭和38）年「マ
イ・フェア・レディ」でミュージカルに進出。75（昭和
50）年、その功績を記念して菊田一夫演劇賞が創設
されている。
　「がしんたれ」とは大阪ことばで、能なし・役立たず
という蔑称。小説の主人公・和吉＝菊田は不幸な生い
立ち、あちこち養子に出され台湾で育った。養母が交
際した男性・金森は詐欺師だった。和吉を内地の商業
学校に進学させると騙し、大阪の薬種問屋に5年間
100円の契約で奉公させた。そのうえ神戸の株屋・源
さんに賭博の借金150円があり、和吉を売っていた。
奉公先では同名の者がいたので和吉は「かずきち」と
呼ばれる。勉強はできたが、身体が小さく、運動はダ
メ、手先不器用、引っ込み思案、忙しい商店で要領よ
く立ち回れる少年ではなかった。台湾では標準語
だったから早口の大阪弁や店名の略称がわからない、
難読地名で迷い、競争のような食事を食いはぐれる。
番頭や先輩丁稚に「がしんたれ」と叱られ、殴られる。
それでも和吉は働きながら学校に行かせてもらえる
と思っている。辛い奉公暮らしのなか、配達途中に神
戸の女学生・尾形美也子に出会う。彼女は高飛車で
意地悪を言いながら優しいことばもかけてくれる。叔
父が経営する薬屋に遊びに来ていて、配達の薬壷を
壊してしまった和吉をかばってくれた。和吉は彼女に
進学希望を話した。
〈和吉に、詩や歌を作るすべを教え、そして気の弱い彼
に初恋じみた、ものかなしい気持を味わわせてくれた
のは、その娘である。〉註1
　店で金森の和吉二重契約が発覚、さらに和吉がト
ラブルを起こす。源さんが和吉を連れ出すために5円

与えたところ、店主が大金だから預かると取り上げた。
和吉は参考書を買うため取り戻そうと金庫破りを企
て、警察沙汰になった。結局4ヵ月でクビになる。源さ
んが後の面倒を見てくれ、以前勤めていた元町の美
術商・珍物屋商会（実名は珍産商会）に連れて行く。
〈神戸元町通り五丁目の珍産商会という、生花の道具
とか、床の間の置物とかを売る小売店に、私が丁稚奉
公したのは、数え年十二歳の、大正九年十一月十八日
の〝誓文払い〟の最中であった。〉註2
　「誓文払い」とは11月中旬1週間の残品整理、蔵ざら
えの大安売りである。早朝から客が詰めかける。
〈その一週間は、元町通りのどの小売店も、戸外に
面した陳列棚の前面に、低い脚立をならべ、その上
に、雨戸を横たえ、シーツをかぶせて、それを特設
の売り場として大特価品を並べ、店員たちは女中に
借りた赤いじゅばんを着て、たすきをかけ、顔には
白粉を塗って、お祭り声をあげる。／「さあ、買いな
はれ買いなはれ……今年買いそこのうたらもう来年
まで、こんな安い物はおまへんで」／と、まるで押し
寿司のようにもみ合いへし合いで通る買物客に呼
びかけるのである。〉註1
　誓文払いがすんで、源さんが和吉の様子を見に来
る。店主・横山は「よう働きよるで」と感心した。源さん
が年期奉公の前払い金を要求すると、横山は女郎屋
みたいな制度はやりたくないから毎月払いにする、と
言う。源さんが改めて請求に来ると、小さな子供の身
代金を取るような哀れなことをするな、金は和吉に渡
す、と説教した。源さんは横山に頭が上がらず、直接
和吉から給料を取り上げようとした。ところが、給料日
前に和吉は先輩丁稚・重吉と新開地に遊びに行き、
お金を立て替えてもらっていた。和吉の手持ちは16銭、
源さんは給料50銭と知って、取り立てを諦めた。金森
と比べるとすごくイイ奴である。菊田の評伝を書いた
小幡欣治は、菊田作品にこの源さんが活かされている
と語る。
〈……大きなことを言うわりには度胸がなくて、一流の
悪党になれないのが彼の「ペテン師」ものの特徴であ
る。気が弱くて、どこか憎めない小悪党の原型を、少
年の菊田はしっかり見ていたのだろう。〉註3
横山は銀行員を辞め美術商を開業した。その人柄で
店の雰囲気が良く、奉公人たちも親切だった。
〈……元町通五丁目山側の、右隣が善福寺という寺の
入口、左隣が末積鏡店、真向かいが牧野呉服店に森
川眼鏡店という向こう三軒両隣をひかえた珍物屋商
会であった。〉註1、引用者補註
　珍物屋商会は中国、台湾、北海道の珍しい物産を
専門に売る店として出発し、茶棚や机、花生け、床の間
の置物、香炉など美術品に手を広げた。大繁盛とは言
えないが、華族、実業家、弁護士など良い顧客を抱え
ていた。そのなかに船会社経営者「尾形」があった。
　さて、元町商店街は誓文払いに続いて年末大売り
出しになる。
〈元町通一丁目から六丁目まで、それぞれの境目の南
と北の入口に紅白のだんだらを巻きつけた柱と杉葉
のアーチが立って、そこに年末大売出し、元町通商店
連合会という文字が掲げられる日がくると、元町の通
り筋の店 は々、いっせいに年の市大売出しとなる。〉註1
　誓文払いより人出は少なく静かだが、売り上げはは
るかに多い。珍物屋商会も表に台を出し、家族総出で
店番をする。「元町小町」と評判の長女目当てに学生

も買物に来る。上品な母娘がやって来た。美也子との
再会である。和吉は注文品を奥平野（現在兵庫区）の
尾形家に配達に行き、美也子と受験の話になる。彼女
は進学を諦めていた和吉を叱り励した。和吉は勉強
を再開する。
　重吉は和吉の勉強を応援し、近所の丁稚たちにも
和吉の進学を話していた。本屋＝日東書店（実名は日
東舘書林）の丁稚・正吉が自分の給料で参考書を買っ
てくれた。彼は被差別部落出身、貧しいため進学でき
なかった。
〈日東書店というのは、和吉の奉公している珍物屋商
会と同じ並びの元町通り五丁目にある本屋で、珍物
屋商会とは善福寺という寺の入口をへだてての隣同
士である。（中略）／和吉に『中等学校受験虎の巻』を
寄贈してくれたのは正吉である。〉註1
　春になり受験日が迫って来た。和吉はまだ金森を
信じ、港で台湾からの定期船を待つも儚いこと。今度
こそ諦めねばならなかった。
　和吉は横山に県立商業学校志望を打ち明けた。横
山は、合格できたとしても学費は子供には無理、と諭
し、夜学で英語を習うなら通わせてやる、と提案する。
外国人客が増えて、既に番頭・鶴吉が通っていた。
〈主人のいう夜学とは元町通り四丁目と五丁目の中間
の大道路を山手にむかって登る右側の二股路地に入
口のある神戸市立商科実業学校のことである。昼間
は神戸市立女子商業学校。女子のための簿記と計理
の学校で、夜が男子生徒のための英会話と簿記、珠
算の学校である。〉註1
　和吉はとにかく上級学校に進学して役人になりた
かった、偉くなりたかった。県立商業が無理なら仕事
を覚えて商売人になろう、英語も習得しよう、と方針
を変えた。重吉も一緒に入学するが、1ヵ月で辞めた。
〈和吉はここで、いままでの漠然とした考えを捨てて、
自分は神戸という都市で商人になるのだ、という目標
をはっきり定めた。〉註1

註1　菊田一夫『がしんたれ』　角川文庫　1961年
註2　菊田一夫「神戸元町の思い出」（『こうべ元町100年』元町
地域ＰＲ委員会、1971年所収）
註3・写真　小幡欣治『評伝　菊田一夫』 岩波書店 2008年
引用者補註　商店は実名だが、寺は菊田の記憶違いで、極楽
寺。善福寺は鉄道敷設のため1871（明治4）年北側の下山手通
に移転、現在「西本願寺神戸別院」（通称モダン寺）。極楽寺
（真言宗）も1922（大正11）年頃に須磨と布引に分離移転した。

がしんたれ・菊田一夫の神戸（1）

出来事ファイル

　２月２２日(金)・２３日(土)の２日間にわたり、
元町３丁目商店街で「酒米で味わう地酒のみ
くらべ」イベントが開かれた。金曜日は夕方１
６時３０分、土曜日は１４時からの開店。湯豆
腐や田楽、焼き鳥など、つまみのコーナーに
はテーブルと椅子も準備され、お酒に目のな
い人たちが、早い時間から兵庫県産の銘酒
を飲み比べ、のど越しを楽しんだ。

■酒米王国・兵庫のたのしみ
　こうべまちづくり会館は内部工事のた
め４月１日から９月３０日まで利用できな
くなる。１階は、古書店用のレイアウトと
市民トイレをユニバーサル仕様に改修、
４階図書室は、一部の図書を除き事務室
で、５階事務室は新規事業に取り組む若
者向けの貸しオフイスに。他は従来通り。

■まちづくり会館おやすみ
　元町商店街防災懇談会は３月１日(金)９時
から、恒例の津波避難訓練を実施した。津波
避難訓練の放送確認後の９時５分、参加者は
４丁目商店街の光明堂前に集合。到着した人
から煙体験、水消化訓練、三角巾取扱い訓練
などを実施した後、全員そろって車椅子の人た
ちとともに花隈公園へ避難。花隈公園では中
央消防署長の避難訓練に対する全体講評、
連合会長のあいさつを聞き解散した。

■津波避難訓練

　ＮＰＯ法人あいあいネット神戸では、６５
歳以上の方であればどなたでも参加できる
集い「あいあいの会」を土曜日と水曜日、１０
時～１５時まで、西川ビル１階の神戸街角サ
ロンで開いている。手づくりの昼ごはんや
ケーキにコーヒー、健康で過ごすための看護
師による介護予防の話や手芸、生け花、習字、
歌、季節行事など。一度、のぞいてみられませ
んか。(連絡先：078-380-3302木村まで)

□無料見学会 開催中
　３月２日（土）・３日の両日、兵庫県建築学
生による卒業設計展が元町５丁目商店街で
開かれた。明石工業高等専門学校から１６
名、大手前大学から５名、武庫川女子大学３
名。あわせて２４名の作品が商店街の中央
部に並べられた。タワーマンションの新たな
活用、まちなかこどもえん、みんなの広場(神
港突堤公園化計画)、神戸市塩屋ジェームス
山ホテルなどユニークな発想の作品などなど。

■ひよっこ展
　３月６日(水)１２時から１２時３０分まで、エ
スタシオン・デ・神戸から１３名、ネッツトヨタ
兵庫㈱から１８名、元町通７丁目自治会から
２名、３つのチームに分かれて神戸駅東地区
クリーン作戦を実施した。

■クリーン作戦

□江口寿史イラストレーション展
　これまで、みなと元町タウン協議会エリ
アの投票所として使用していた「こうべまち
づくり会館」が、4月から、改修工事のため
臨時休館します。
　このため、4月7日執行予定の統一地方
選挙の際には「みなと元町Uビル(下記地
図参照)」に投票所を開設します。
（神戸市中央区選挙管理委員会)

□投票所が変ります □五大浮世絵師展
　浮世絵が最も爛熟した黄金期、美人画・
役者絵・風景画など、さまざまなジャンル
で人気を博した歌麿、写楽、北斎、広重の
４大スターに加え、奇想天外なアイデアと
確実なデッサン力を兼ね備えて人気の高
い歌川国芳、浮世絵の頂点を極めた５人
の絵師の展覧会が開催されます。
鑑賞ご希望の方は、住所、氏名、年齢、本紙へ
のひと言を添えて編集部まで。先着順で５組の
方にペア招待券をお送りします。
期間：４月２０日（土）～６月１６日（日）
会場：兵庫県立歴史博物館(０７９－２８８－９０１１)

　週刊少年ジャンプ「すすめ！パイレーツ」
で軽快なギャグ漫画家としてデビュー、美
少年を主人公にした「ストップ！ひばりくん
」で大ブレークの江口寿史。本展は「彼女」
と題して、４０年追い求めてきた女性の美
を、新作を含む約３００点のイラスト作品
で紹介する最新の江口寿史ワールドです。
鑑賞ご希望の方は、住所、氏名、年齢、本紙へ
のひと言を添えて編集部まで。先着順で５組の
方に招待券をお送りします。

期間：
４月６日（土）
　～５月１９日（日）
会場：
明石市立文化博物館
電話：
０７８－９１８－５４００
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（№19−４）海という名の本屋が消えた（65）
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